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A 80 卜こノプリの食味特性に閉する研究
秋図短大　　○登巻孝子　小松原茂雄

食　物　41

　呂的
　漱同県の特産品としてヽ卜こノブリ(K)ﾝhia Sc・pariaS。h暗d.)()^エ状狐んに行われるよ

うにな、てきた．トップリは緑色のアワ粒大の寅で､『畑のカズ'ノコ』､｢j緑のキャビア｣など

と呼ばれ、癖のない風味こ軽い歯融りお特徴で'ある．現在方販されている袋訪、缶詰、ビ
ン銘にりいてどのような食感を持っているお官能検査を行う乙ともに. 幾器にょりテクス

チャー'j舎性にりいて測定.し応靫検討した．
　方法

　試料は孝販品の嫉詰，缶詰，ビこ／詰割吏用した. 官島検illパネル＼Z＆とレ

エの方法色採用した．テクスチv ー辞性についてはレオメーダー（不動工業製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･-　　　　　　　χ　●●.t_.

シェッブ

NI≪<-20KXr

-cw) を使用し, 色に●ついては測色色差計（日本電色工業製　ND-IOIDP）色使用した．

1. 官肆査の醇牙観巴，剔，剔・叫つv^いd取BB'-"'μUSD. －O"･--，-■■―-

　始果が得ら*iた．
2.レオメーダーによる黛さの測定ではいず耗ぞJ葺≪<ヽ表札なヵヽ．だ．騨力性の測定では袋

　詰が缶詰，ビ゛ン銘に比べ優れている朝果が得られた．
3. 色差に・ついては袋錯ヵv銘銘，ビン詰に比べ蓋ヵ,･'裏軋た．
4. 官能検査あヽよび襖卑測定ヵヽら袋酋は，孤鶴，ピソ詰に比べ好ましい秘果*r得られtc.

A 81 ホームフ') ージンT＼--よふ和糖に・a がリンT) の変化
武庫＼･片大家貳　〇松下浩子　振袖狼子　高水季子

　目的　加棉□こ食＆口口糖練力ヽ凍した食品を味C的,'^=ヒベゐk，冷棄権解凍した加糖食

晶の13うが甘味を今く淑知■ii>こ.1-6ヽi,，癩老らは小丘を用いて力ヽ凍によるぜ味・軟化に

ｰﾌしヽて^の原因を検討した．
　方法　小弧,^.北海直産の大納言を用い. 試料は，匍幼量を汐，3D, 夕，≫D, /町/'のこ･

しあんとしμ,．池凍庫は直乖式涛ヽ凍庫μR －?3 F (-22～－23°C)を使用し，力ヽ凍浪蒙瓜

( 20，C)で･解凍しマ解凍秘貞,i O・dした.．涛ヽ凍面線は，熱電対式自動記叔針含用いてれ

めμ．粗度は，ii元糖をべ,レトラン汰を用いて刺定L
f'-，官能検査lこついて(3. 匍鉢-ll知

y・乙しあん＼.j､,】ヽ豆を用い，甘味にフしヽても̂識別法を用いて官修験－行なっf-
．綾織

義肢釈では，匍糖暴小1 Id . ショ糖曹ヽ･気性しr-<く銀糸が困難な為, 'KM.小豆tし，μ'/.

縦性つフシV tヽ疵色し, t学顕徽碗を.痢いてi，*A，^心･捨で形態・良応のみを規蘇し

ft.
　邱象　亦凍<lfe線･^，こ，しあんの如糖量が々くなり, 水ふ老量が少り< なふに洗って凍結

ま泉が-Aい績匈を糸しft,, まμ，ま元赫も～々'-^加しμ．官牝複4乙おい-r こしあんは，

M意冰準μφt'，卸糖薦,1ヽ^liM尭水峰μφT。ぬ声六，滅凍陳の,^ うかくaく庫じゐこ．k

を協めrこ･，細肥・組織では，冷凍浚解凍-t ゐ'c 田肥肛内・鼎粉拉.が廓潤良化し, 細胞座間

の捨i＼こゆゐり･がtじ‘沁菜糾*へ') 々オくリリr^
乙k は■こ,＆を奮書きする-^うに捧衰

が亦来匯際凍し　細肥駅ふし一ヌ,四った為I'細把農閑I-λ)々t
ぐ， 丿乱冷え. られ心．


